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難聴児の早期診断・早期療育支援のために

愛知県耳鼻咽喉科医会

高橋真理子

2023年7月10日 愛知県難聴児支援協議会

難聴児の早期発見・早期療育推進のための基本方針について
（令和4年２月25日 厚労省通達）

◼難聴児支援の基本的な考え方

１．早期発見の重要性

２．保健、医療、福祉及び教育の連携

３．本人及び家族等を中心とした支援

４．学校や障害児通所支援事業等関係機関における取組の重要性

５．切れ目ない支援の必要性

６．多様性と寛容性

◼方策

１．新生児聴覚検査に係る協議会の設置、難聴児支援を行う中核的機能を有する体制確保、

聴覚特別支援学校等の教員の専門性向上に向けた取組を充実

２．新生児聴覚検査体制の整備・・・refer児の追跡調査、受検率向上、精度管理など

３．家族等に対する支援・・・情報提供、相談対応など

４．学校や障害児通所支援事業所等関係機関における取組・・・支援の専門性向上

５．切れ目ない支援に向けた取組・・・軽中等度難聴児を含む、就学

座長：九州大学耳鼻咽喉科 中川尚志教授
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スクリーニング検査（産科・小児科）
初回検査・確認検査

早期支援専門施設
あいち小児等の専門医療機関

愛知県の新生児聴覚検査実施体制

二次聴力検査機関・精密聴力検査機関

精密検査（耳鼻咽喉科）

早期相談が可能な施設
特別支援学校（聾学校）の教育相談 
児童発達支援センター等での療育支援

生後

１か月までに

新スク

生後

3か月までに

  精密検査

生後

6か月までに

療育開始

市
町
村
保
健
機
関

情報提供
公費助成

母子手帳で確認母子手帳に結果記入

・市町村による対応が異なる
・新スク未受検者・結果不明者が多い
（R3：愛知県3,077人、名古屋市1,958人）

・結果収集が煩雑で時間を要する
・要再検児の情報を管理共有するシステ
ムがない

・不安な気持ちを相談できる専門窓口
がない

・支援や情報が届かない・届けられない

早期診断・早期支援に遅れ

現状

各市町村で情報収集・管理・相談・支援
などを専門的に行うのは困難

専門的なセンターの設置（案）

学校や障害児通所支援事業所等
関係機関

市
町
村
保
健
機
関

情報提供
公費助成母子手帳に結果記入

難聴児支援
中核センター
（仮称）

新スク
⇓

精密検査
⇓

診断

医療機関

相談支援

受診状況と
結果管理

情報提供

検査の
精度管理

支援の専門性
向上

＊スタッフ
聾学校教員、言語聴覚士など
難聴児の対応経験ある人

＊

情報共有

受検や受診勧奨
依頼、相談・助言

（参考：福岡県乳幼児聴覚支援センター）
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